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○ 山岳遭難防止対策の推進                ‥‥‥‥‥‥ ２ 

  （生活安全部地域課） 

○ 一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について   ‥‥‥‥‥‥ ３ 

（警務部会計課） 
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山 岳 遭 難 防 止 対 策 の 推 進

令 和 ７年 ６ 月 1 0 日
警 察 本 部
（生活安全部地域課）

１ 県内の遭難発生状況
(1) 過去５年間の遭難発生状況

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 合 計
遭 難 件 数 26 37 31 41 38 173
遭 難 者 数 28 45 37 48 40 198
うち県外者 18 19 21 32 28 118

遭 難 死 者 数 ０ １ ５ ３ ４ 13
うち県外者 ０ ０ ５ ２ ３ 10

(2) 令和６年中の遭難発生状況
○ 山域別では、大山で27件の遭難が発生（71％）
○ 原因別では、転倒、滑落が13件、道迷いが８件、熱
中症が７件（その他疲労等10件）

○ 遭難死者数４人のうち３人は大山での冬季において
発生

○ 居住地別では、遭難者40人中28人が県外居住者
○ 遭難者のうち、登山届が提出されていたものは遭難
者40人中28人(70％)

○ 38件の遭難事案のうち22件がヘリコプターによる発見、救助
(3) 登山届提出数推移

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 合 計
提出者数 18,688 22,516 35,245 41,628 43,853 161,930
うち県外者 - - 26,261 32,481 34,674 93,416
うち外国人 ０ 18 22 58 291 389
※ うち県外者数の令和２、３年についてデータ無し
○ 登山届の提出数は増加傾向
○ 県外居住者の割合が増加傾向であり、令和６年は約80％が県外居住者による登山届
○ 令和６年中の書面以外の登山地図アプリ等による提出件数は20,832件

２ 遭難防止対策
(1) 広報活動

○ 令和６年版大山遭難マップを作成し、大山寺駐在
所、大山寺周辺等関係先へ掲示したほか、琴浦大山
署ホームページや公式ＳＮＳにも掲載

○ 外国人登山者が増加していることから英語の広報
チラシ、広報ポスターを大山寺駐在所等に掲示

○ 西部地区に所在する高校山岳部と連携した広報の
実施

(2) 山岳パトロールの実施
○ 大山において、春山及び冬山時に鳥取県山岳・ス
ポーツクライミング協会との共同による山岳パトロ
ールを実施

○ 大山パトロールにおいて、６合目小屋に待機しつ
つ登山者に対する悪天候時の下山の呼びかけ、救助
事案の対応を実施

(3) 遭難救助訓練の実施
○ 消防防災ヘリコプター実機を使用した訓練の実施
○ 本年５月21日、22日に鳥取県山岳・スポーツクラ
ライミング協会から講師を招いて救助訓練を実施

３ 今後の課題
○ 遭難者の大半が県外者で、また、外国人の登山者数
も増加傾向にあることから、それらへの効果的な広報

○ 遭難救助件数も増加しており、また、夜間、冬季に
おける救助を想定した山岳遭難救助技術の向上

高校山岳部との合同広報

ヘリコプターによるホイスト

夏山遭難救助訓練
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【新規分】 警　察　本　部　

主　務　課 工　　事　　名 工事場所 契　約　の　相　手　方 工　　　　　期 契　約　年　月　日 入　札　方　式

警務部
会計課

170,500,000円 令和７年５月３０日 簡易評価型総合評価

（予定価格） （１者）
　代表者
　大和設備株式会社
　代表取締役　古川　純一

171,600,000円 

　構成員
　株式会社北陽エンヂニア・サービス
　代表取締役社長　安陪　幸伸

契　約　金　額

一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について

令和７年６月２日
～

令和８年７月３１日

警察本部庁舎棟空調
熱源機器改修工事

鳥取市
東町

一丁目

警察本部庁舎棟空調熱源機器改修工
事大和設備・北陽特定建設工事共同
企業体
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